A Corpus-based Study of the Auxiliary Function of bekommen, kriegen, and erhalten by 須田, 開朗 et al.
須田 開朗 
- 153 - 
 
コーパスを通した bekommen, kriegen, erhalten の助動詞的用法に関する諸考察 
 
須田 開郎 
(欧米第一課程 ドイツ語専攻) 
 
関連キーワード: bekommen 受動、erhalten、kriegen、助動詞 
 
0. はじめに 
 ドイツ語学において与格支配の受動態が近年認められつつある。それが本稿で扱う
bekommen受動である。そもそも意味的には受動表現の一種として見られていたが、近年の
研究者の中ではこの bekommen 受動を与格支配の受動態とみなすのが一般的となっている。
ドイツ語において権威ある文法書である Duden も、2005 年に刊行した第 7 版の中で動詞
bekommen「もらう」の助動詞的機能を認めている。本稿は、この助動詞としての bekommen
の機能を概観した後、大薗(2002)を参考に動詞との共起についてコーパスを通して調査する。
その結果を基に、bekommen と同機能の助動詞的性格を持つとされる動詞 erhalten, 
kriegen(bekommen と同義)の使用に関しても考察し、これら 3 つの動詞と動詞の共起に関す
る相違を明らかにすることを目的とする。尚、本稿で扱う「bekommen受動」とはこの erhalten, 
kriegen も含めた構文のことを指す。本文中の訳、図及びグロスは筆者による。例文では、
当該の助動詞と、それと共起する動詞の過去分詞を太字で示した。 
 
1. ドイツ語の受動表現と bekommen受動 
本稿の主たる研究対象である bekommen 受動とは、次のような構文のことを指す。 
 
(1) 能動文:   Ich         sagte            der Besatzung        die Wahrheit. 
私: 主     言う: 1.SG.PAST   その乗組員: 与     真実: 対 
 
 
受動文:   Die Besatzung    bekam         (von mir)  die Wahrheit  gesagt . 
             その乗組員: 主    bekommen: 3.SG.PAST.         真実: 対     言う: PⅡ  
       「その乗組員は(私から)真実を言われた」    (例文: Duden 2005: 556) 
 
 この構文に関して、Duden(2005)では以下のように記述されている。紙幅の都合上、和訳
のみを載せる。 
 
   bekommen 受動はもっぱら対格目的語と与格文成分を含む他動詞構文から作られる。与格文成分とは
与格に典型的な意味役割(受容者、受益者、所有者)を担うものである。与格文成分は受動態において主
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語となるが、一方対格目的語はそのまま保たれる。(中略)動作主の実現に関しては werden 受動と本質
的に違わない。(中略)erhalten は、bekommen と比べて、剥奪を表す動詞や類義の被害的な意味合いの
本動詞を伴った構文では避けられるようである。このことはつまり、erhaltenが bekommen と同じ程度
には助動詞への変化を遂げていないことを意味する。          (Duden (2005: 556-557)を和訳) 
 
2. 大薗(2002) 
 大薗(2002)は、今回使用するコーパスであるMannheimer Korpusの実証的なデータを用
いて様々な角度から bekommen 受動を考察している点で、本稿の直接の先行研究といえ
るものである。本節では大薗(2002)の研究をまとめていく。 
 
2.1. コーパスによる調査結果 
 大薗(2002)では、動詞 bekommen, erhalten, kriegenを検索し、ヒットした例を一つ一つ
調査するという手法をとっている。以下に大薗(2002)の調査結果を引用する。尚、動詞
に付したかぎかっこ付きの意味は筆者によるものである。 
 
コーパス中に確認できた bekommen受動文は合計で 64例であった。動詞 bekommen, erhalten, kriegen
の総ヒット数 1356例に対する割合は 4.7%となっている。具体的な、内訳は以下のようである。 
 
動詞              総数           内受動文 
bekommen          662            53(8.0%) 
erhalten            630             9(1.4%)  
kriegen              64             2(3.1%) 
 計             1356            64(4.7%) 
 
次に、bekommen 受動で用いられる本動詞に目を向けると、多くの例は広義の「授与」を表すも
のであることが分かる。特に、schenken「贈る」, bieten「提供する」, reichen「手渡す」で全体
のほぼ 3分の 1を占めている。                                (大薗 2002: 49-50) 
 
 大薗(2002)の言うように、殆どが広義の「授与」を意味するものであった。尚、大
薗(2002)の言う広義の「授与」には、mitteilen「伝える」のような伝達の意味も含まれ
ているが、本稿では「何が授与を意味するか」という問題には立ち入らない。 
 大薗(2002)の調査結果は、方法論として多くの手がかりを与えてくれるものである。
しかしながら、①調査母体が小さく用例自体が少ない、② 3つの動詞の結果を一つに
まとめており、それぞれ 3つの動詞と共起する本動詞の相違点について触れていない、
という問題も残るため、この調査方法を踏襲しながらさらに発展させる余地があると
考えられる。 
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2.2. 前置詞句を伴う bekommen受動について 
 大薗(2002)は、前置詞句を伴った bekommen 受動に関する考察で、「必ずしも授与動詞
と言えないような動詞が本動詞として用いられるような場合は、必ず前置詞句が伴って
いる」という一つの大きなテーゼを残している。以下は大薗(2002)の引用である。尚、
2.1節と同様に、ドイツ語の動詞の後に記した日本語訳は筆者による。 
 
データを見直してみると、前置詞句を伴っている bekommen 受動には大きく二種類あることが分か
る。一つは reichen「手渡す」のように授与動詞と見なせる動詞を本動詞とするもの、そしてもう
一つは hängen「掛ける」のようにそれ自体では授与を含意しないような動詞である。興味深いこ
とに、授与動詞が本動詞である場合―具体的には reichen「手渡す」、senden「送る」―は、前置詞
句を伴う場合も伴わない場合もあり、前置詞句を伴う場合は、「場所」を表示するものとなってい
るのに対し(中略)、授与を含意しないような動詞が本動詞である場合―具体的には drücken「押す」、 
hängen「掛ける」、 knipsen「写真を撮る」、 legen「置く」―は、いずれも必ず前置詞句を伴って
おり、しかも「身体部位」を表示するものとなっている。         (大薗 2002: 52) 
 
こう記した上で、次の例文を挙げている。この例は、上記引用部の前半部に言及のある、
授与動詞と前置詞句が共起する例である。前置詞句は筆者がイタリック体で示した。以
下に授与動詞ではない動詞と前置詞句の例を挙げる。 
 
(2) Der  kleine Myles   bekam [...]         ein Gewehr  in die Hand  gedrückt  [...] 
   その幼い Myles: 主   bekommen: 3.SG.PAST.  銃: 対       手に        押す: PⅡ 
  「その幼いMylesは手に銃を押し付けた」            (大薗 2002: 53) 
 
2.3. 主語の性質について 
 大薗(2002)では、主語の性質についても考察している。「コーパス中に確認できた「物」
主語のbekommen受動は1例に過ぎなかった。その例も擬人化が感じられるものである。」
という考察結果から、大薗(2002)は bekommen 受動の主語について「基本的には「有情」
の存在である人間のみである」と結論付けている。 
 
3. 先行研究の課題と調査への展望 
実証的なコーパスを通した研究を行った大薗(2002)を概観したわけだが、やはり母体が小
さいため、その普遍性に関してはより多くの用例を集めることで再検証する必要がある。
本調査で明らかにしたい点をまとめると以下のようになる。 
[1] 3つの動詞はそれぞれどのような本動詞と共起するのか: 5.3節 
[2] 明らかに授与動詞以外の動詞は必ず前置詞句と共起するのか: 5.4節 
[3] 主語は基本的に人間か: 5.5節 
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4. 使用するコーパスと検索方法 
本調査で使用するコーパスは、大薗(2002)と同様に、ドイツ・マンハイムにある語学研究
所(IDS)作成のインターネット上で公開されているコーパス(COSMASⅡ)の中の書き言葉コ
ーパスである。この書き言葉コーパスは、18世紀からの新聞をはじめとした約 7,400,000の
テクストを母体としている最大規模のコーパスである。 
検索方法としては、「bekommen / kriegen / erhalten＋任意の過去分詞」という検索方法が現
段階では不可能なため、bekommen / kriegen / erhaltenの用例を一つ一つ見ていくことになる。
具体的には、「&bekommen/ kriegen/ erhalten」で検索することで活用を全て網羅し、そこか
ら抽出された文を一つ一つ見ていくことにする。多くの用例を集めたいため、大薗(2008)
において基準とされた 100 件の 100 倍である 10,000 件の用例、3 つの動詞で計 30,000 件を
見ることとする。 
 
5. 調査 
5.1. 調査概要 
 本調査では、3節で挙げた課題について多くの用例から検討していく。使用するコーパス
は上述したMannheimer Korpus で、そこから一つ一つ用例を調査していく。調査年は、デー
タの新しさを考慮し、年代ごとの検索結果の 2007 年と 2008 年からそれぞれ 5,000 件ずつ、
計 10,000 件のデータを収集する。3 つの動詞で計 30,000 件となった用例の中から「助動詞
＋過去分詞」として使われている例を収集し、そのデータを基に 3 節で挙げた課題につい
て検討していく。 
 
5.2. 調査結果概要 
 bekommen, kriegen, erhalten の 30,000件のデータの内訳をまず見ていく。以下は大薗(2002)
に倣い、それぞれの動詞の総数とその中で「動詞＋過去分詞」として使われている例を簡
単にまとめたものである。 
●コーパスの調査結果 
   動詞          総数             内受動文 
   bekommen     10,000            984 (9.84%) 
   kriegen        10,000            249 (2.49%) 
   erhalten        10,000            113 (1.13%) 
   合計          30,000            1346 (4.48%) 
 
本節では、データとしての「動詞＋過去分詞」の出現率に注目したい。大薗(2002)の収集
したデータはそれぞれ約 600 と少数ではあったが、bekommen が 8.0%、 kriegen が 3.1%、
erhalten が 1.4%という結果で、合計しても大薗(2002)が 4.7%に対し、本調査では 4.5%とな
り、分母を増やしてもほぼ同様の結果になった。しかし、bekommen, kriegen, erhalten は既に
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述べたとおり本動詞として「得る」という意味を持っていて、より大きな数の中から調べ
るとこの助動詞的な用法の出現率は大きく下がることが予想されたが、特に bekommen にお
いては約 10回に 1回はこの表現が使われていることが確認できた。そのため「助動詞＋過
去分詞」の使用頻度という点で、bekommen＞kriegen＞erhaltenという図式が成り立つだろう。 
 次節からは、収集したデータを参照しながら、様々な角度から bekommen, kriegen, erhalten
の助動詞的用法についてみていく。 
 
5.3. bekommen, kriegen, erhaltenと共起する本動詞の結果 
 本節では、共起した本動詞とその出現回数を見ていく。 
 
5.3.1. bekommenと共起した本動詞 
まずは、bekommen と共起した本動詞を見ていく。 
湯浅(2002)が「一般には schenken (贈る)、überreichen (贈呈する)、zuschicken (送付する)、
übersenden (送り届ける)といった与格目的語及び対格目的語をとるような授与的意味を持つ
動詞に限定されるという見方もある」と指摘しているように、出現頻度の高いものの殆ど
が授与的意味を持つ動詞である。以下にその上位 10件を挙げる。 
überreichen (123)「贈呈する」、schenken (109)「贈る」、verleihen (42)「授与する」、bieten 
(41)「提供する」、zusprechen (32)「言葉をかける」、stellen (29)「置く」、servieren (27)「提
供する」、verpassen (21)「与える」、liefern (18)「配る」、erstatten (17)「支払う」 
 
5.3.2. kriegenと共起した本動詞 
次に kriegenと共起した 115 (ヒット件数は 249)の本動詞を見ていく。 
 kriegenと際立って多く共起した動詞は、schenken (15%)、backen (6.3%)、regeln (5.9%)で
あった。一方で、興味深いことに bekommen において圧倒的に上位だった überreichen (123)、 
verleihen (42)は上位に現れないどころかほぼ確認されなかった。対照的に、backenや knallen
のように bekommenではほぼ確認されなかった動詞が多く確認された。backenに関しては、
コーパスのデータに偏りがあったのではないかとも考えた、2007 年で 7件、2008年で 9件
とバランスよく出現したため、コーパスの内容によるものではないことがわかる。しかし、
この backen はよく見ると、動詞「焼く」という意味ではなく、gebacken kriegen「(物事を)
うまく片付ける」という慣用表現であることがわかる。以下に kriegenと共起した本動詞の
上位 10件を挙げる。 
schenken(38)「贈る」、backen (16)「焼く」、regeln (15)「規制する」、bezahlen (8)「支払う」、
sagen (7)「言う」、verpassen (7)「(嫌なものを)与える」、servieren (5)「提供する」、stellen 
(5)「置く」、verkaufen (5)「売る」、bieten (4)「提供する」 
 
schenkenと kriegen の組み合わせもそれ自体の結びつきが強い慣用的な表現であるため、
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文法化という観点においては、kriegen は bekommen より大分遅れているようである。それ
でも 117 種の動詞との共起が確認されているため、頻度は低いながらも、kriegen は広い範
囲の動詞と共起可能であることがわかる。その中でも schmuggeln「密輸する」、schmieren「賄
賂を贈る」、massieren「マッサージする」などの口語的な動詞に関しては bekommen では確
認されないのに対して、kriegenではその例が見られた。kriegenは口語的な性格を持ってい
るため、kriegen の方が口語的な動詞と結びつきやすいようだ。 
 
5.3.3. erhaltenと共起した本動詞 
 最後に、erhalten と共起した本動詞を見ていく。erhalten においては、kriegen とは対照的
に、bekommenにおいて上位だった überreichen, verleihen, zusprechen, schenkenが上位を占め
た。schenkenを除くこれらの動詞は、日本語で「授与する」と訳されるようにやや堅い表現
のため、口語的な性格の kriegen とは共起せず、むしろ書き言葉的な性格をもつ erhalten と
共起しやすいと考える。このことは、収集した 39種の動詞の中に、口語的な動詞が一切含
まれておらず、transportieren「移植する」等の専門用語との共起がしばしば見られることか
らもわかる。以下に、erhaltenと共起した本動詞の上位 10件を挙げる。 
überreichen (23)「贈呈する」、verleihen (17)「授与する」、zusprechen (9)「認める」、schenken 
(6)「贈る」、zulosen (4)「割り当てる」、ausbezahlen (3)「支払う」、aussprechen (3)「発音
する」、auszahlen (3)「支払う」、ersetzen (3)「取り替える」、servieren (3)「提供する」 
 
 尚、Duden(2005)には、「erhalten は bekommen より否定表現を伴った本動詞とは結びつき
にくい傾向がある」という記述がある。今回調査した中で、bekommen にみられたような「否
定表現を伴った本動詞」は確かに確認できなかった。 
 
5.4. 身体を表す前置詞句 
 本節では、2.2 節で扱った身体部位を表す前置詞句と「授与を含意しない」動詞との共起
について検証する。大薗(2002)の調査結果では、「授与を含意しない」本動詞は必ず身体部
位を表す前置詞句と共起すると結論付けられたが、より多くの例からその結論を検証した
いと思う。具体的には、大薗(2002)において「授与を含意しない」とされた、legen「置く」、
hängen「掛ける」、drücken「押す」、knipsen「写真を撮る」であるが、その中で hängen「掛
ける」と knipsen「写真を撮る」は今回確認されなかったため、legen「置く」と drücken「押
す」の 2 つを見ていく。どのような前置詞句と結びついたかについての内訳を以下にまと
める。 
 
本動詞    身体部位に関わる前置詞句    場所を表す前置詞句   その他   なし  計 
legen                             2                     4        4      3  13  
drücken                          9                     1        0      0  10 
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その他に該当するものとして、legenと共起した in die Wiegeがあるが、これは「生まれつき
ある才能を持っている」という慣用句として使用されているため、その他に分類した。 
 改めて大薗(2002)の記述を確認すると、「授与を含意しないような動詞が本動詞である場
合――具体的には drücken「押す」、hängen「掛ける」、knipsen「写真を撮る」、legen「置く」
――は、いずれも必ず前置詞句を伴っており、しかも「身体部位」を表示するものとなっ
ている。」というものであった。しかし、legenの結果において顕著だが、これらの本動詞に
も前置詞句の出現は絶対条件ではないことがわかる。更に、前置詞句が伴っている場合で
も「身体部位」を表示する例はむしろ少数であり、場所を表す前置詞句のほうがより好ま
れるようである。場所を表す前置詞句の例を次に挙げる。 
 
(3) Wer wollte,  bekam            noch ein zweites Paar Wienerli  auf den Teller gelegt. 
   望むもの: 主 bekommen: 3.SG.PAST. もう一組のソーセージ: 対      皿に         置く: PⅡ 
  「望むものはもう一組のソーセージを皿に置いてもらった」 
(St. Galler Tagblatt, 07.01.2008) 
  
このような例が確認されていることから、大薗(2002)の前置詞句に関する考察は、その絶対
条件ではないことが分かる。また、興味深いことに、大薗(2002)によって「授与とは言えな
い」と言われたこれら 2つの本動詞が erhalten においては確認されなかった。やはり erhalten
は本動詞としての「受け取る」という意味を強く残していて、これらの動詞とは結びつか
ないのであろう。 
 
5.5. 主語は「人間」であるか 
 大薗(2002)では「主語は原則的に「人間」である」と述べている。しかし、その他は原則
的に不可能なのだろうか。 
 今回の調査でも、多くの用例では人間が主語であった。しかし、人間以外の例も 36 例見
つかっている1。中でも特に多く見られた主語が、Betrieb「企業」、Dorf「村」、Gemeinde「自
治体」等の「組織・集合体」であった。  
大薗(2002)では、「bekommen受動によって表現されるのは基本的に「受容」、すなわち「あ
る対象を所有するに至る」という状況であるという点を踏まえれば、その主語となるのが
原則的に人間に限られる」と述べているが、もはや「人間」に限定されることなく、人間
の関わる組織・集合体も構文として十分に可能であることが示せた。それだけではなく、
やや擬人的に使用されてはいるが、「映画」という「無情」の名詞の例も挙がっており、主
語の性質は「有情・無情」といった問題を超えてより広義に捉えられるべき可能性を示し
ている。 
 
                                                        
1
 ヒット数ではなく、抽出した「人」以外の主語の種類の数である。 
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6. 結論・まとめ 
5.3節では bekommen, kriegen, erhaltenと共起の確認された本動詞の性質を調査した。意味
論的な分野に及ぶものであり慎重さが求められる調査であったが、kriegen と慣用表現の結
びつきが確認された。 
 5.4節では、身体を表す前置詞句と「授与を含意しない」本動詞の共起について調査した。
legen と「身体部位を表示する」前置詞句の共起は多く確認されないどころか、前置詞句が
ない例も何件か確認され、大薗(2002)の考察と食い違う結果となった。 
 5.5 節では、「人」以外の名詞、特に人に関わる組織・集合体でも構文を構成可能なこと
を示せた。更には、「映画」等の「無情」の主語が成立可能であることも示した。 
 
7. 今後の課題 
 本調査では、bekommen 受動に関する多くのデータを収集できた。これらのデータ全てに
関して本稿で考察できたわけではないため、別の視点から考察する余地が十分に残ってい
る。 
Leirbukt (1997)で主に扱われている「与格文成分」による構文の分析も、本来取り扱うべ
きだったのかもしれない。「与格文成分」とは、能動文での与格の機能のことで、間接受容・
受益・所有などがそれに当たる。今後は、この与格文成分も含めた包括的な研究がなされ
ることを期待したい。 
 
略号一覧 
主「主格」 対「対格」 与「与格」 
1「1人称」 3「3人称」 
NEG「否定語」 SG「単数」 PⅡ(PartizipⅡ) 「過去分詞」 
PAST「過去」 PL「複数」 PRES「現在」 
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